	第１回多治見市地域包括支援センター運営協議会議事録

	
	日　時：平成27年7月28日（火）

	
	13:00～14:30

	
	場　所：多治見市役所　駅北庁舎４階会議室


	出席：
	荒木登志枝委員、加納忠行委員、小鞠清子委員、田中英次委員、橋本和夫委員長谷川洋子委員、山田隆司委員、山中克仁委員、渡辺博貴委員
（ｱｲｳｴｵ順）

	欠席：
	星野保隆委員


事務局：
福祉部： 纐纈福祉部長
高齢福祉課：杉村課長、春田リーダー、小栗リーダー、三浦、西尾
地域包括支援センター：澁谷課長
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	定刻より早いですが、皆様お揃いですので会議を始めさせていただきます。ただ今から平成27年度第1回多治見市地域包括支援センター運営協議会を開催させていただきます。本日は、大変お忙しい中、またお暑い中ご出席いただきまして誠にありがとうございます。

４月の人事異動によりまして、前任の加藤課長から高齢福祉課長を職を引き継ぎました杉村でございます。どうぞよろしくお願いします。座ってご説明させていただきます。委員の方にも一部人事異動がございましたのでご紹介させていただきます。東濃保健所　北島浩子委員から小鞠清子委員、多治見市歯科医師会　井澤賢禄委員から渡辺博貴委員に交代されましたのでどうぞよろしくお願いします。本日の会議でございますが、「多治見市情報公開条例」によりまして個人情報等非公開とする内容はございませんので公開とさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。また、本日の会議の議事録につきましては、事務局で取りまとめの上、委員の皆様にご確認いただきました後、委員名は公表せずにホームページ上で公開させていただきます。どうぞよろしくお願いします。

会議に入る前に資料の確認をさせていただきます。
郵送で送らせていただきましたものでございます。
（資料１）平成26年度多治見市地域包括支援センター事業報告　　　

（資料２）平成26年度地域包括支援センター自己評価表　　　　　　

（資料３）平成26年度多治見市高齢者支援センター事業報告　　　　

（資料４）平成26年度多治見市地域包括支援センター収支決算　　　

（資料５）予防給付ケアマネジメント業務再委託契約更新予定事業所 

（資料６）地域包括支援センターの増設について　　　　 　

（資料７）会議録（地域密着型サービス事業所意見交換会）　　　　　　　　

（資料８）たじみ見守りかわら版　　　 

以上は、事前に郵送させていただいたものとなります。
本日お配りさせていただいた配布資料として
（資料Ａ）多治見市地域包括支援センター運営協議会及び多治見市地域密着型サービス運営委員会名簿

（資料Ｂ）多治見市地域包括支援センター運営協議会設置要綱

（資料Ｃ）多治見市地域密着型サービス運営委員会設置要綱

議題３に使用します資料６の差し替えと、議題４（２）（３）の議題の資料となります資料９、１０を追加で配布させていただきましたのでご確認のほどよろしくお願いします。もし不足がありましたら事務局までお知らせください。
　それでは次第に沿って進めさせていただきます。
はじめに、福祉部長からひとことごあいさつを申し上げます。

（あいさつ）
こんにちは。福祉部長の纐纈昭司でございます。よろしくお願いします。今日は本当に暑い中お集まりいただきましてありがとうございます。本日は今年度第1回目の多治見市地域包括支援センター運営協議会及び多治見市地域密着型サービス運営委員会ということで、先ほど課長からも紹介がありましたが事務局の方も職員が代わっておりますし、委員の皆様方については任期が２年間ということで来年の３月31日までということですが、組織等変更がございまして残任期間で委員をお願いする方もお見えになると思いますが、よろしくお願いします。地域包括支援センターにつきましては、今年の４月に笠原で1ヶ所開設しまして、これで合計４ヶ所ということですが、高齢者保健福祉計画の中には６ヶ所ということで、今日の議題にもありますように２ヶ所の今後の増設について説明があると思います。今日は色々なお立場で奇譚のないご意見をいただければと思っておりますので、よろしくおねがいします。
それでは、今年度第１回目になりますので、事務局の紹介を簡単にさせていただきます。

―事務局自己紹介―
以上の事務局体制となります。よろしくおねがいします。

それでは、ここからの議事の進行は会長にお願いします。
それでは議題に入る前に、副会長の互選を行います。副会長の選出についてご提案があります。前任の方が東濃保健所の北島委員でしたので、東濃保健所の小鞠委員にお願いしたいと思いますが、小鞠委員いかがでしょうか。

～はい～（受諾）

他の委員の方は賛否いかがでしょうか。

～拍手～（承認）

それでは、小鞠委員に副会長をお願いします。

それでは、これより議題に入ります。議題１．地域包括支援センター　平成26年度事業報告について事務局から説明をお願いします。
―資料に基づき説明―

資料１－１　平成26年度多治見市地域包括支援センター事業報告

資料１－２　平成26年度地域包括支援センター事業報告書

資料２－１　平成26年度地域包括支援センター自己評価表（太平）

資料２－２　平成26年度地域包括支援センター自己評価表（滝呂）

資料２－３　平成26年度地域包括支援センター自己評価表（南姫）

資料３－１　平成26年度多治見市高齢者支援センター事業報告

資料３－２　平成26年度事業報告

事務局の説明について、ご質問やご意見はございませんか。

「サロン」と「カフェ」という言葉はどのように使い分けをしていますか。
「サロン」と申しますのは、多治見市社会福祉協議会が行っています事業で、地域住民の方々が担い手で、地域住民の方は集まって仲間づくり、孤立をなくすというようなもので、主となる方も参加れる方も地域住民です。「カフェ」というのは、地域包括支援センターの職員が中心となって色々な介護相談や認知症を伴う相談等を行う、包括職員が主で行っているものです。
ケアマネの日常業務に関する個別相談や支援困難事例等への支援相談が非常に多いですが、具体的にはどんな指導がありますか。

地域包括支援センターとケアマネ連絡協議会が非常に連携をしており、日頃からチーム多治見という形でやっています。何かあれば相談をということで相談件数は増加していますが、その利用者一人に対する問題だけでなく、複雑化している場合、ご本人とその介護をしている奥さんも何らかの問題があって夫婦そろって問題がある等、そういった場合介護保険だけでは補うことが困難で、民生児童委員や他のサービスも関わらなければいけない等複雑なケースの相談が多くあります。介護の相談だけであれば、やはりケアマネジャーのほうがプロですので色々なサービスを非常に工夫しますが、それをとびこえた、例えば金銭管理ができていない、近所とのトラブルがある等少し問題が複雑化しているものについての相談が多いと聞いています。
実際に支援困難なので、支援ができないということですか。
そういうわけではなく、困難であるため、色々な関係機関と連携をしなければいけないということでやっています。困難だからできないということは基本的にありません。
ひとつの職種だけですと限界がありますので、色々な職種をコーディネートして活動されているかと思います。
その他意見等ございませんか。

―その他意見なし―

それでは、自己評価において、課題とされたことを解決できるよう期待します。
それでは、次の議題に入ります。議題２．平成26年度収支決算について、事務局から説明願います。　
―資料に基づき説明―

事務局より説明がありましたが、何かご質問はございませんか。

―意見なし―

それでは、次の議題に入ります。議題３．地域包括支援センターの増設について、事務局から説明願います。　
―資料に基づき説明―
事務局より説明がありましたが、何かご質問はございませんか。

―意見なし―

それでは、次の議題に入ります。議題４の（１）について、事務局から説明願います。　
―資料に基づき（１）説明―

事務局より説明がありましたが、何かご質問はございませんか。

―意見なし―

それでは、次の議題に入ります。議題４の（２）（３）について、事務局から説明願います。　
―資料に基づき説明―

事務局より説明がありましたが、何かご質問はございませんか。

多治見市生活支援等サービスに係る協議体自体はいつごろ作る予定ですか。
協議体は来年度から地域包括支援センターを中心にしながら作ってもらう予定です。今年度は第1層の協議体ということで、全市的な意思統一といったものを考えています。
準備委員会の委員の任期が２年とありますが、２年かけて準備をするということですか。

地域包括ケアシステムができるまで継続していくということです。

協議体ができれば、準備委員会はいらないということになりますか。

早急にできればそうなりますが、2025年の団塊の世代の方々が75歳以上になっていく状態に備えて生活しやすい社会を作っていくものですので、完成というのはないというイメージです。協議体は地域ごとに出来方や担い手の育ち方や事業体の創設等の差があると思います。その地域地域を市全体として見るのが、今回会議をもつ準備委員会であり、地域地域で出来てくるものを全体的に統括していくものになります。
将来的には協議体は６つできるということですか。
地域包括を拠点とすると６つになります。
ただ具体的な事業や枠組みは地域地域によってもっと細分化してくると思います。

他市では協議体はできていますか。

介護保険法で「協議体」が言われるようになったのは、一括法での提起ですのでどこもこれからになります。
他ご意見ご質問はございませんか
―その他意見なし―

今後も、平成26年度と同じように自己評価を行い、報告いただくことになり
ます。これをもちまして、第１回　地域包括支援センター運営協議会を終了
します。
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